
若の浦に 潮満ち来れば 潟をなみ
葦辺をさして 鶴鳴き渡る

山辺赤人

【故地名】玉津島 和歌浦の玉津島神社の背後の奠供山をはじめ､妹背
山･境山･雲蓋山･妙見山･船頭山など今日呼ぶ丘陵が海中の島であった

（奈良県立万葉文化館）

趣旨

和歌浦干潟はこれまでさまざまな主体（ステー
クホルダー）による研究、保全、社会教育の場と
なってきた。それは干潟生物を軸にした干潟環境
の質の高さに拠る。

本シンポジウムは、その価値を整理し、 貴重な
地域資源としての新たな位置づけを模索する機会
としたい。



2010年 名勝指定 「名勝 和歌の浦」

玉津島神社、鹽竈神社、海善院多宝塔、奠供山、鏡山、妹背山、
芦辺屋・旭屋跡地、観海閣、不老橋、三断橋、和歌の浦干潟、
砂嘴を含む片男波

玉津島神社 Webより転載：https://tamatsushimajinja.jp/pickup-wakanoura/

2017年 日本遺産登録 「絶景の宝庫和歌の浦」

玉津島神社

片男波

会場



Macrophthalmus banzai
ヒメヤマトオサガニ

奠供山

わずかに残る
ヨシ群落

干潟観察会

干潟観察会



パネルディスカッション：
会場からも活発な意見が出されました

底生動物，
魚類
シギチドリ類からの講演と
問題提起

和歌浦の生物相は
多様ですが，課題もあります。
◆水鳥の休息場の確保

◆ヨシ帯の消失（およそ
100年前に埋め立てられた），

◆ヨシ帯再生の試みの失敗

◆埋め立てたヨシ帯の再生が
今後の課題

かつてのヨシ帯再生の名残
地形や水の流れとの関係から，
旺盛なヨシ群落の成立には
至っていない

ご講演いただいた皆様，会場とオンライン参加いただいたみなさま，たいへんありがとうございました。
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